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地域の森から街へ　木にまつわる物語を伝える仮囲い

SDGsへの取組
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耐火木梁芯材：福島県カラマツ
　　　仕上材：栃木県産スギ

RC＋CLT 合成床版
：栃木県産スギ

耐火木柱芯材：福島県産カラマツ
　　　仕上材：栃木県産スギ

銀行店舗

オフィス

耐火木造

鉄筋コンクリート造

宇都宮市大通りを南側に望む敷地。中心部に平坦地が広がり「自転車のまち」といわれる街に
珍しい坂道の途中に、第一生命保険（本社　東京都）栃木支社ビルと東邦銀行（本店　福島市）
の駐車場があり、通りにはトチノキが立ち並んでいました。
本計画は、「木質建築」を契機に二つの事業者が結びついたプロジェクトであり、
１階に東邦銀行の店舗、２～４階に第一生命保険の栃木拠点が入居しています。
都市部での建物に必要な耐火性能を有した耐火木造の建設は、生命保険・銀行業界初の試みです。
地方創生や地域活性化に取り組むクライアントの要請に応え、地産地消にこだわり、
「福島のカラマツで構え・栃木のスギで包む」「福島の工場でつくり・栃木の職人が組み上げる」
「地域の森育ちの木の構えを街に魅せる」といったコンセプトを掲げました。
福島の集成材メーカーの尽力により、プロジェクトに馴染み深い 栃木県 八溝山系のスギを
ＣＬＴ床版・内装材として、福島県南会津産のカラマツを柱・梁の芯材として調達することが
できました。地場産材の活用に留まらず、ヒトを含めた地域資源を活かすことも大切だと考え
ました。耐火集成材は、すべて福島県の工場が製作し一部を復興地　浪江町の工場に参画頂き
ました。施工精度確保のために取組んだ集成材柱・梁の仕口部の工夫は、栃木の職人たちが
組み上げる建方施工につながりました。
施工現場を彩ったのは、地元の文星芸術大学の学生が描いた木質建築にまつわるヒトに焦点を
当てた仮囲いアートでした。学生も地域の大切な資源と考えました。
地域経済に貢献する事業者の建物であるからこそ、地産地消型のサプライチェーン
にこだわることが関係者が共有した思いでした。この思いを街に分かりやすく伝えたいと
考えました。堅牢なＲＣラーメン架構から大通りに向かって木を架ける構造計画、木架構の間に
ＣＬＴパネルを落とし込み天井とする内部空間、内部空間を縁取る木質バルコニー、これらに
よって坂道から仰ぎ見る軒のファサードとトチノキ並木とともに建つ新たな景色を
提供できたのではと思っています。
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集成材芯材：
福島県産カラマツ

CLT床版（型枠兼用天井仕上）
栃木県産スギ　150mm
　　　　　

900
　　　　　

320
　　　　　

梁下約 2.7m

床吹出空調 吹出口

CLT 床版下約 3.5m

ライン照明

化粧材：
栃木県産スギ

来訪者を迎えるおおらかな庇と木のフレーム

端材・廃材を利活用し、ウェルビーイングの向上を促す共用部

地域の光と風を採りこむ木質バルコニー

福島の木で構え、栃木の木で包んだ、木そのものに囲まれたオフィス

<建築主>
地場産材活用による　地方創生・地域活性化への貢献、
施設利用者のQOL向上・健康経営への寄与を意図した。
木のぬくもりのある　明るい空間と感じている。

<設計者>
水平ラインと奥に伸びる木の架構によって　
トチノキ並木の景観に参加している。木質化による
CO2の固定化によってSDGsへの貢献を街に伝えている。 

<施工者>
清水建設が保有する木質ハイブリッド技術を活用した。
社内外関係者の創意工夫で地元の工場や職人のご協力を
頂き、完成させることができた。


